
市政ニュース

枚方市議会議員岩本ゆうすけ
未来に責任・大阪維新の会

TOPICS

大阪維新の会 皆さんと一緒に、

枚方の政治を

変えていきたい。

会派方針：未来に責任を持つ政治（次世代にツケを残さない、問題を先送りにしない政治）を目指すことを基本方針としています。会派

❶蹉跎（サダ）雨水貯留管施設の工事現場にて❷
関西外大の新キャンパスにて❸全員協議会にて❹
自治会の防災訓練にて～地域の防災推進への取
組が重要❺舟運イベントにて～交流人口増加の
大きな可能性❻校区行事の体力測定にて～体力
測定も健康づくりに有効と思います

こんな活動も
しています

発行者紹介

ご意見やご質問・市政相談がございましたら、

岩本ゆうすけまでご連絡を!
携　帯　０７０－６６５４－６６７９
メール　yusuke@ganpon.net

ＷＥＢもご覧ください。 ホームページ　https://www.ganpon.net/

岩本ゆうすけ
●昭和55年3月5日、大手前病院生まれ●甲斐田新町出身、東牧野町在住●きよし
幼稚園、山田東小、山田中を経て近大附属高校卒。ユンゲバウムに学ぶ。●立命館大
学法学部卒業●（株）パソナ●大阪ガスセキュリティサービス（株）●現在2期目。平成
27年4月、3,406票を頂戴し再選。●（一社）枚方青年会議所、NPO法人ふれあい
ネットひらかた、地域活動や消防団にも参画しています。●キャリアコンサルタント

　好きな言葉
●一燈照隅（各々が持ち場で責任を果たす）
●自ら機会を創り出し
　機会によって自らを変えよ
　尊敬する人  両親
　好きな食物  カレーライス
　家 族 構 成  妻、娘

41 ＊＊＊この議員報告は市政調査の目的で発行しています＊＊＊
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※本チラシに掲載している質問・質疑・意見は、枚方市議会で岩本が発言したものの要旨です。

３０年12月議会は以下の項目についても質問しています

●業務効率向上の取り組み：IOT等による業務効率向上
●教育委員会の人事機能：人不足での人材確保策
●枚方市の賑わいづくり：調査と交流人口増加の取組み
●生涯学習市民センターの運営：さらなる充実・改善

３０年9月議会は以下の項目についても質問しています

●妊娠時からの切れ目のない支援：子育て世代包括支援センター増設とファミサポ拡充
●生涯学習施策の推進：市としての推進のあり方
●国際交流施策：枚方市の国際施策と文化国際財団解散後の対応
●枚方市史：昭和61年で完結した枚方市史の再編纂・アップデート
●学校のプール：指導力向上と民間活用
●淀川等の地域資源を生かしたまちづくり：広域での観光施策と郷土教育充実
●市有財産等の有効活用：公民連携による行政サービス向上と財源確保
●新技術の活用による更なる行政改革の推進：オンライン申請の導入とRPA推進
●社会の変化に対応した人材育成のあり方：求められる職員像と研修・評価

議員報告

黒
字
額
は
増
加
、財
政
調
整
基
金
の
現

在
高
も
一
定
額
を
確
保
で
き
て
い
る
よ

う
で
す
。一
方
で
経
常
収
支
比
率
は
悪

化
、市
債
残
高
は
増
え
て
お
り
財
政
構
造
の
硬

直
化
が
進
行
、つ
ま
り
財
政
運
営
の
自
由
度
は

か
な
り
狭
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。市
財
政
の
現

状
認
識・将
来
展
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

財
政
運
営
は
ま
ず
、実
質
収
支
の
黒
字

堅
持
が
最
も
基
本
的
な
方
針
と
な
る
。

近
年
、一
般
会
計
だ
け
で
な
く
特
別
会
計

で
も一
定
の
収
支
改
善
を
進
め
ら
れ
た
。一
方
、類

似
団
体
に
比
べ
繰
出
金
の
額
が
大
き
い
な
ど
課

題
が
あ
り
、引
き
続
き
行
革
実
施
プ
ラ
ン
等
の

取
組
み
が
必
要
。ま
た
、将
来
展
望
と
し
て
国

全
体
で
社
会
保
障
関
連
経
費
が
増
大
す
る
中
、

臨
財
債
の
発
行
抑
制
に
目
途
が
立
た
な
い
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
た
め
将
来
負
担
を
伴
う
投
資
的
事
業
は
、

慎
重
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

市
長
自
身
の
見
解
を
お
聞
き
し
ま
す
。

豊
か
で
誇
り
あ
る
枚
方
の
実
現
に
向

け
、安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
や

学
校
教
育
の
充
実
、都
市
基
盤
整
備
な

ど
、積
極
的
な
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
行
財
政
改
革
を
徹
底
し
、財
政
の

健
全
性
の
維
持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、事
務

事
業・補
助
金
の
見
直
し
、繰
出
金
抑
制
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
。持
続
的
に
発
展
さ
せ
て

い
く
た
め
今
後
も
、取
り
組
み
を
た
だ
継
続
す

る
だ
け
で
な
く
、常
に
改
革
の
視
点
を
持
ち
、

徹
底
し
た
市
政
改
革
を
推
し
進
め
て
い
く
。

質問
1

答弁
1

質問
2

答弁
2

今後に予定される市駅前再開発や新庁舎整備など
の投資的事業には、多額の財源が必要です。まずは
市の事業についてその効果を見極め、効果が薄い
事業は見直すなど「事業数を減らす」ことが必要で
す。その事業に直接要する経費だけでな
く、職員の時間外手当などの間接的な経
費削減にもつながります。行財政改革に
ついては、まだまだ目標に達していない部
分が多くあります。今後も改革の必要
性、行政内部の取組等について積極
的に発信を行い、市民とも状況を共
有しつつ、徹底した市政改革を推し
進めていく必要があります。

次
世
代
に

    

ツ
ケ
を
残
す
な
!

伏
見
市
長
が
市
長
に
就
任
し
て
、3
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
長
就
任
の
直
前（
平
成
26
年
度
決
算
）と
平
成
29
年
度
決
算
を
比
較
し
つ
つ
、

こ
の
間
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
成
果
を
確
認
し
ま
し
た
。

す
べ
て
は
枚
方
の
未
来
の
た
め
に

より一層の改革、市役所の仕事見直しを！
企業誘致、定住人口の増加を図れ！
キャリア教育の充実を図れ！
淀川渡河橋開通の影響への対策ほか

30年１２月議会

実質収支

財政調整
基金

経常収支
比率

市債残高

28億3,000万円

95億円

94.5％

1,017億2,000万円969億円

87.2％

90億8,000万円

7億6,000万円
平成29年度平成26年度

48億2,000万円の増（悪化）

7.3ポイントの上昇（悪化）

4億2,000万円の増（改善）

20億7,000万円の増（改善）

主 要 な 財 政 指 標

皆様が納めた税金の使い道を決める大事
な手段である“選挙”。本年は、枚方市民が
投票できる選挙が5回予定されています。
前回の枚方市議会議員選挙は、投票率
45.51％（平成27年）。2人に１人も投票
をしておらず、約17万人近くの方が棄権
しました。政治に無関心でいられても、政
治から無関係でいることはできません。

投票に行こう！
～地方から政治を変える～ 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80歳代

90歳代

100歳代

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

《27年枚方市議会議員選挙》

20代の投票率はわずか23.24%、

30代では30.72%と、

非常に低い投票率となっています。

「1人では、1票では何も変わらない」
といわれます。しかし、
１人が動かなければ
枚方市は変わりません。
「このままではいけない」と
感じている方は
沢山おられるはず。

投票に
行きましょう！ 

一票は

だいじ
な

権利!市内投票所12か所の投票率
23.24%

          30.72%

                   36.45%

                                   47.47%

                                                      60.85%

                                                                67.31%

                                        50.96%

23.61%

17.24%

※いずれも一般会計と特別会計を合わせた収支

市長

従
来
の
消
化
器
内
科・外
科
が
統
合
、窓
口

が
一つ
と
な
っ
て
最
小
限
の
手
続
き
で
ス
ム

ー
ズ
な
受
診
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ま
た
各

科
ス
タ
ッ
フ
の
連
携
に
よ
り
、一
人
一
人
の
症

状
に
合
わ
せ
た
最
適
な
医
療
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。同
病
院
は
大
阪
府
指

定
の
が
ん
診
療
拠
点
病
院
で
あ
り
、死
亡
者

数
の
多
い
消
化
器
系
の
が
ん
治
療
を
担
う

中
心
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

4
月
、市
立
ひ
ら
か
た
病
院
に

消
化
器
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン



母
親
が
子
ど
も
の
そ
ば
で
働
け
る
環

境
整
備
は
重
要
な
雇
用
施
策
の
一
つ
と

考
え
る
。保
育
サ
ー
ビ
ス
を
整
え
た
民

間
事
業
者
と
、本
市
課
題
と
な
っ
て
い
る
枚

方
市
駅
周
辺
の
空
き
事
務
所
や
商
店
街
空
き

店
舗
の
活
用
を
図
る
た
め
、北
大
阪
商
工
会

議
所
と
連
携
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
取
り

組
み
で
、母
親
等
の
雇
用
の
創
出
に
向
け
た

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

答弁
2

23 ＊＊＊この議員報告は市政調査の目的で発行しています＊＊＊
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29
年
度
は「
転
入
・
転
出
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
よ
り
詳

細
に
項
目
を
設
定
し
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
中
、定
住
人
口
増
加
に
向

け
て
特
に
何
を
課
題
と
し
、重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

本
市
は
転
出
数
が
転
入
数
を
上
回
る
社

会
減
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。年
代
別
で

は
20
代
及
び
30
代
前
半
の
転
出
数
が
多

い
状
況
。転
出
先
は
、関
東
圏
や
大
阪
市
へ
の
転

出
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
要
因
は
就
職

な
ど
仕
事
の
都
合
を
き
っ
か
け
に
職
場
近
く
に

転
居
す
る
傾
向
が
強
い
と
推
測
す
る
。

淀
川
渡
河
橋
に
つ
い
て

淀
川
を
渡
河
す
る
牧
野
高
槻
線
に
つ
い

て
、現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。
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牧
野
高
槻
線
は
、事
業
者
で
あ
る
大
阪
府

が
本
年
７
月
に
都
市
計
画
変
更
に
関
す

る
説
明
会
を
開
催
し
、現
在
、今
年
度
末

の
都
市
計
画
変
更
に
向
け
た
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。今
後
の
予
定
と
し
て
平
成
31
年
度

に
建
設
事
業
評
価
及
び
事
業
認
可
取
得
を
行

い
、平
成
32
年
度
に
事
業
着
手
す
る
予
定
と
確

認
し
て
い
る
。

説
明
会（
30
年
７
月
実
施
）で
は
、整
備

に
伴
う
騒
音
や
大
気
に
関
す
る
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
に
対

し
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
？
ま
た
、府
道
京
都
守
口
線
に
つ
い
て
、

牧
野
高
槻
線
の
整
備
に
伴
い
接
続
部
北
側
の
交

通
量
が
約
２
万
台
か
ら
約
４
万
台
に
増
加
す
る

と
の
説
明
で
し
た
が
、府
道
京
都
守
口
線
の
対

策
も
お
聞
き
し
ま
す
。

牧
野
高
槻
線
の
整
備
に
伴
う
騒
音
や
大

気
な
ど
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、府

に
お
い
て
任
意
の
環
境
影
響
評
価
を
実

施
さ
れ
、事
業
実
施
段
階
ま
で
に
改
め
て
地
域

説
明
会
を
開
催
す
る
と
確
認
し
て
い
る
。府
道

京
都
守
口
線
の
対
策
に
つ
い
て
は
、牧
野
高
槻

線
と
の
交
差
部
か
ら
市
道（
牧
野
長
尾
線
）ま
で

の
区
間
を
２
車
線
か
ら
４
車
線
に
拡
幅
す
る
と

府
に
確
認
し
て
い
る
。

交
通
量
増
加
の
受
け
皿
と
な
る
府
道
京

都
守
口
線
は
、一
定
区
間
を
２
車
線
か
ら

４
車
線
に
拡
幅
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
増
加
す
る
交
通
量
は
府
道
京
都
守
口
線

か
ら
主
に
ど
の
路
線
を
通
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？

府
実
施
の
交
通
量
の
将
来
推
計
結
果
で

は
、主
に
市
道（
牧
野
長
尾
線
）や
主
要
地

方
道（
枚
方
高
槻
線
）を
通
行
す
る
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

定
住
人
口
増
加
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

全
国
的
に
少
子
高
齢
化・人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
る
中
、枚
方
市
は

「
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
、人
口
減
少
に
対
し

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

答弁
1

答弁
1

質問
1

定住人口増加の取り組みは、一朝一夕にで
きるものではありません。労働拠点の設置
だけで効果が出るわけではありません。しか
し、ニーズに沿った事業が重なっていくこと
で、総合的に住みやすい街と評価され、結
果として増加につながっていくと考えます。
また柏原市の事例では、労働拠点が公共施
設の中に設置されていたことも特徴的でし
た。この観点では、枚方市内の既存施設も
有効活用できる余地があります。民間事業
者や各団体と連携しつつ、定住人口増加に
取り組むべきです。

質問
1

質問
2

枚
方
高
槻
線
は
歩
行
者
が
多

い
に
も
関
わ
ら
ず
、歩
道
が
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、時
間
帯
に

よ
っ
て
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。今
後
更

に
交
通
量
が
増
加
す
る
の
で
あ
れ

ば
、安
全
対
策
が
必
要
で
す
が
、枚
方

市
と
し
て
大
阪
府
に
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

主
要
地
方
道（
枚
方
高
槻
線
）

は
、牧
野
高
槻
線
の
整
備
に
伴

い
交
通
量
の
増
加
が
予
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
、ま
た
、十
分
な
歩
行
空

間
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

歩
道
整
備
な
ど
安
全
な
歩
行
空
間
の

確
保
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
が
、府
で
は
現
在
事
業
中
の
箇

所
を
優
先
し
て
お
り
、現
時
点
で
事
業

着
手
に
至
っ
て
い
な
い
状
況
。本
市
と
し
て
引
き

続
き
、府
に
お
い
て
早
期
事
業
化
が
図
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答弁
2

答弁
3

答弁
4牧野高槻線の整備に伴う交通

量の増加について、市としても
しっかり対応をしていかねばな
りません。開通後の影響を最小
限に抑えるために、開通後の
渋滞状況から対策を検討する
のではなく、5年～10年後を見
据え大阪府と状況を共有し、
市としての中長期的な展望を
持ちつつ、具体的な対策を講
じていく必要があります。

枚方市 1.29%
大阪府 1.37%
全　国 1.44%

出生数 2,814人
死亡数 3,565人

市
道（
牧
野
長
尾
線
）は
現
在
で
も
渋
滞

が
発
生
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
交
通
量
が

増
え
る
と
な
る
と
、本
道
路
の
改
良
や

現
在
、未
整
備
区
間
と
な
っ
て
い
る
楠
葉
中
宮

線
の
整
備
の
必
要
性
が
増
す
と
考
え
ま
す
が
今

後
、枚
方
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

る
考
え
で
し
ょ
う
か
？

市
道
の
対
策
に
つ
い
て
は
、牧
野
高
槻
線

整
備
に
伴
い
大
き
く
影
響
が
予
測
さ
れ

る
現
況
交
通
量
を
把
握
す
る
交
通
量
調

査
や
、そ
の
結
果
を
基
に
し
た
将
来
交
通
量
予

測
を
行
い
、交
通
渋
滞
の
発
生
等
が
予
測
さ
れ

る
課
題
箇
所
と
対
策
案
を
抽
出
す
る
た
め
の
検

討
業
務
を
今
年
度
〜
来
年
度
に
か
け
て
実
施
す

る
。検
討
結
果
を
踏
ま
え
市
道
の
必
要
な
対
策

に
取
り
組
む
。

質問
3

質問
4

子
育
て
世
代
か
ら
本
市
が
さ
ら
に「
選
ば
れ
る

ま
ち
」と
な
る
た
め
、子
育
て
環
境・学
校
教
育

の
充
実
や
企
業
誘
致
促
進
な
ど
産
業
活
性
化
に

よ
る
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
り
、世
帯
別・年
代

別
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
、よ
り
効
果
的
な

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

※
出
典「
枚
方
市
転
入・転
出
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

答弁
5

質問
5

自
然
動
態
に
つ
い
て
は
、死
亡
数
が
出
生
数
を

上
回
る
自
然
減
の
状
況
で
あ
る
。

 29年度 　　転入　　  転出 
 北海道 68人 75人
 東北 102人 109人
 北陸 219人 224人
 関東 1,238人 1,808人
 中部 596人 639人
 近畿 8,334人 8,387人
 中国 409人 366人
 四国 266人 256人
 九州 610人 515人
 国外 1,449人 1,259人

合計特殊出生率
（平成28年度）

自然動態
（平成29年度）

社会動態
（平成29年度）

転入数 13,291人
転出数 13,638人
合　計 ‐969人

枚方市

●12月議会で質問しました

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

平
成
32
年
度
全
面
実
施
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
状
と
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

現
状
と
し
て
、小
学
校
で
市
内
企
業
や
事

業
所
の
見
学
を
、中
学
校
で
は
市
内
の
企

業
・
事
業
所
等
に
よ
る
職
業
講
話
や
職

業
体
験
学
習
を
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
業
種・職
種
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
？

小
学
校
で
は
、文
房
具
メ
ー
カ
ー
の
工
場

や
地
域
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、浄
水

場
等
の
見
学
を
行
っ
て
い
る
。中
学
校
の

職
業
講
話
や
職
業
体
験
に
つ
い
て
は
、警
察
や

消
防
、病
院
、図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
、レ
ス

ト
ラ
ン
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
や
販
売
の
仕
事
、保
育
所
や
老
人
介
護
施

設
な
ど
の
福
祉
施
設
な
ど
、様
々
な
業
種・職
種

で
行
っ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、体
験
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
、そ
の
成
果
を
振
り
返
っ
て

次
の
学
び
に
つ
な
げ
る
こ
と
等
も
重
要

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。体
験
活
動
の
充
実
に

は
、各
学
校
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、外
部
人

材
の
活
用
等
、教
育
委
員
会
と
し
て
の
取
組
も

重
要
で
す
。例
え
ば
、英
語
を
仕
事
の
中
で
日

常
と
し
て
使
っ
て
い
る
人
間
な
ど
と
講
話
等
で

接
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、そ
れ
だ
け
で
学
ぶ
姿

勢
の
変
化
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ま
た

人
不
足
と
言
わ
れ
る
建
設
・
I
T
業
界
で
も
、

呼
び
か
け
れ
ば
協
力
い
た
だ
け
る
部
分
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。教
育
委
員
会
に
お
け
る
各
小

中
学
校
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

キャリア形成においては、自己理解・仕事理解・啓発的体験が大
切になってきます。自己理解については、自己理解シート等を活用し
て行っており、また啓発的体験についても、市内事業所で就業体験
に取り組んでいるとのことでした。
しかし、仕事理解と言う部分では、取り組みが弱いと感じます。近年、
激しい変化の中で世の中の仕事が変わりつつあります。業務の自動
化や機械化で、ある種の仕事が減少する一方、データサイエンティ
ストや IOT エンジニア、ドローンパイロットなど新しい仕事が出てき
ています。外部人材・外部機関の力を借りながら、こうした社会の
変化に対応できるキャリア教育の展開、教育委員会が独自に持って
いるネットワークや情報を活用した学校へのサポートが必要です。

答弁
1

質問
1

質問
2

各
小
中
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

等
、教
育
課
程
の
編
成
は
、校
長
の
職
務

と
な
る
。こ
の
こ
と
か
ら
各
学
校
は
、市

内
企
業
や
事
業
所
と
の
連
携・交
流
を
深
め
る

と
と
も
に
、体
験
的
な
活
動
や
外
部
人
材
の
協

力
を
得
て
教
育
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。引
き

続
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、学
校

の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

答弁
2

職
住
近
接
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、母
親

が
子
ど
も
の
そ
ば
で
働
け
る
環
境
の
整

備
が
有
効
な
促
進
策
と
考
え
ま
す
。以
前

視
察
し
た
柏
原
市
で
は
、国
の
交
付
金
を
活
用

し
、母
親
労
働
拠
点
創
出
事
業
を
開
始
し
ま
し

た
。母
親
の
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
観
点
で
、企

業
誘
致
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、見
解

を
お
聞
き
し
ま
す
。

質問
2

●ママスクエア視察

第
二
京
阪
道
路

名
神
高

速
道
路

高槻JCT.IC

高槻JCT.IC

八幡京田辺
JCT.IC

●
枚方市役所

枚方市

枚方公園

京田辺松井IC

久御山JCT

大山崎JCT.IC

御殿山

牧野

楠葉

橋本

八
幡
市

高槻市

上牧

水瀬

大山崎
山崎

島本

171

170

1

307

新
名
神
高 速 道 路

淀
　
川

八幡市

京田辺市枚方市

高槻市

守
口
京
都
線

牧野

御殿山

30年１２月議会 30年9月議会

30年
１２月議会


